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自平成12年4月 ~ 

訪問入浴サービス

介護保険制度が平成12年度か

ら導入されることが決まりまし

た。

この介護保険制度は、介護を

社会全体で支え、利用者の希望

を尊重した総合的なサービスが、

安心して受けられる仕組みを作

ろうとするものです。

制度の詳細は、今後、厚生省

からの省令などにより決まって

きます。

今回は、制度の概要について

説明します。私たち老後の生活

にとって重要な制度ですので、

内容を十分ご理解いただきご協

力をお願いします。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
六
十
五
歳
以
上
か
、
四
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
初
老
期
痴
呆
や

脳
血
管
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
介
護
や

日
常
生
活
の
活
動
に
お
い
て
支
援
の
必

要
な
人
で
す
。

。
町

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
は
、

護霊要介護認定とサービスの利用方法鯵
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ま
ず
町
の
窓
口
に
申
請
を
し
ま
す
。

。
町

申
請
を
受
け
た
町
は
、
調
査
員
を
派

遣
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
の

お
か
れ
て
い
る
環
境
や
、
心
身
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
町
長
か
ら
任
命
さ

れ
た
医
療
や
福
祉
の
学
識
経
験
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」

で
ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
か

(
要
介
護
度
)
を
判
定
さ
れ
ま
す
。

。
要

町
は
、
「
介
護
認
定
審
査
会
」
の
判

定
に
基
づ
い
て
、
該
当
す
る
「
区
分
」

を
認
定
し
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
支
援
専

門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
が
要
介

護
者
を
訪
問
し
本
人
や
家
族
と
相
談
し

て
作
っ
て
い
き
ま
す
。



ス

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
決
ま
る
と
、
都
道
府

県
知
事
に
指
定
さ
れ
た
事
業
者
(
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
)
か
ら
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
(
介
護
給
付
)
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
費
用
は
介
護
保
険
か

ら
九
割
、
自
己
負
担
が
一
割
に
な
り
ま

す。

ビ
ス

介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
保

健
目
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
の
必
要
度

(
要
介
護
度
)
に
応
じ
て
給
付
額
に
限

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
六
万

円
程
度
か
ら
二
十
九
万
円
程
度
(
平
成

七
年
度
価
格
)
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

を

で

瞳老人
入院して急性期の病気の治療が

終わった人に、家庭に戻れるよう

リハビリなどを行います。期間は

3カ月をめどとしていますが継続
もできます。

盟主餐聾型病原群などの

介護体制の整った霞擁施設

治療よりも長期にわたる介護が

必要な高齢者が入院します。完全

看護で、病室や廊下の幅を広くし

たり、食堂や浴室をつけて、一般

病院よりも住みやすさを考えてい

ます。

ム等における介護

ームなどでの介長隻サー
の対象となる。

具の貸与および

その購入費の支給

車椅子や特殊ベッドなどの福祉
用具を貸し出すほか、特殊尿器な
どは購入費を支給する。

覇住宅改穆費の支給

手すりの取り付けや段差解消な
ど小規模な改修の費用を支給する。

覇居宅介護支謹

(ケアマネ出メントサービス)

介護を必要とする人の心身の状
況、意向などを踏まえ、上記のサー
ビス利用について、局宅サービス
計画(ケアプラン)を作成し、確
実に利用できるよう介護サービス
提供機関等との連絡調整などを行

つ。

[このほか、市区町村によって独自の

サ ビスを干すうところもある]

ホームヘルパーによる家事の援助

。
自
己
骨
担

J

訓
酬
で
す

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

者
は
か
か
っ
た
費
用
の
一
割
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、

施
設
入
所
の
場
合
、
食
費
は
医
療
保
険
と
同
様
の
利

用
者
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
高
齢
者

の
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
老
齢
年
金
か
ら
の
天
引

き
と
な
り
ま
す
。

40歳以上65歳未満の医療
保険に加入している人

給

対

関訪問介護

(ホームへル

ホームヘルノfー
て、介護や家事の援助をす

盤訪開入洛

浴槽を積んだ入浴車で家庭を
問する。

塁審訪問看護

看護婦などが家庭を訪問する。

盟訪問固通所による

リハビリテーション

理学療法士 (PT) ・作業療法
士 (0T) などが、家庭や施設で
リハビリテーションをする。

関かかりつけ璽の匿学的管理等

医師・歯科医師・薬剤師などが
家庭を訪問し、療養上の指導や管
理をする。

輔自揮り介護(デイサービス)

デイサービスセンターなどで、
入浴、食事、機能訓練等をする。

関短期入所サービス

(ショートステイ)

介護を必要とする人を介護施設
で短期間預かる。

臨調果の要介護者のための

グループホームにおける介護

痴呆で介護を必要とする人たち
が 10人前後で共同生活をする住
居(グルーフρホーム)で介護する。

初老期痴呆、脳血管障害な
ど、老化にともなう病気に
よって介護等が必要となっ
た人

65歳以上の人

@寝たきり@痴呆などで入浴、排せつ、食
事などの日常の生活動作について常に
介護が必要な入
@家事や身じたく等の日常生活に支援
が必要な人

者

の
者

象

付

象

ます

加入している医療保険の算
定方法に基づいて設定

所得段階に応じて市町村ごとに設定

|平成12年度全国平均 1人当たり ) 
月額2，500円程度〈平成7年度価格〉

事ヰ
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医療保険と一括して支払い⑮年金額が一定額以上の人は、年金か
ら天引き
@それ以外の人は市町村に個別に支払い

揮険料の
支払方法

険保



ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

各
種
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

君主長
浜
の
永
井
恭
平
さ
ん
が
作
成
さ
れ

た
、
木
板
に
彫
ら
れ
美
し
い
色
づ
け
が

施
さ
れ
た
野
鳥
な
ど
の
木
彫
画
、
約
三

。
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
方
へ

六
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当
(
特
例
給
付
を
含
む
)
を

受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
六
月
中
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け

る
現
況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届

で
す
。こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分

以
降
の
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
現
況
届
に
は
添
付
資
料
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
日
時
}
六
月
九
日
j
十
四
日
(
午
前

九
時
i
午
後
五
時
)

木
長村

真
展

展

長
浜
の
木
村
喜
久
男
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
撮
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
、
「
町
内
各

地
の
祭
」
を
テ
I
マ
に
し
た
作
品
、
約

四
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
日
時
一
六
月
二
十
四
日
i
七
月
二
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

安
又
給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
場
A
P
-
-

年
金
加
入
証
明
書
(
国
民
年
金
加
入
者

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

②
今
年
の
一
月
一
目
、
受
給
者
の
住
所

が
長
浜
町
に
な
か
っ
た
場
合
i
前
住
所

地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書

一
届
出
期
間
}
六
月
一
日
j
六
月
三
十

口一一
{
届
出
場
所
一
役
場
福
祉
課
又
は
各
連

絡
所
※
現
況
届
の
用
紙
は
、
役
場
福
祉
課

及
び
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
福
祉
課
(
宮
五
ニ
一
一
一

一
・
伺
二

O
七
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

寵題欝謹轟轟聾璽璽
国民年金の加入者が亡くなったとき、そ
の人により生計を維持していた子のある妻、
または子に支給されます。

算金聾費iするt墨事事的条韓
。国民年金の加入中に死亡し、保険料を納めた

期間のうち、死亡日の前々月までの 1年間に

未納期間がないこと。

⑮老齢基礎年金の受給資格期間(最低 25年)
を満たしている人カず死亡したとき。

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
等
に
対
す
る
書

状
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、
並
び
に

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う
ち
、
慰
労

給
付
金
未
受
給
者
の
方
に
対
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ
い
て

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
請

求
さ
れ
る
方
は
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房

管
理
室
へ
直
接
請
求
書
類
を
送
付
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
請
求
の
用
紙
は
、
当
管
理
室

費時蒔韓議年金額(平成 10年度)

妻が受けるとき

円
一
円

nu
一nu

nu二
円

U

E
d
一
民
J
V

'

一

司

nヨ一

n
U

2
一

5

nu
一
ワ
L

富

市

一

司

1
一

1

子力ず1人のとき

子か2人のとき

の
ほ
か
、
各
都
道
府
県
及
び
日
本
赤
十

字
社
地
方
支
部
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
{
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
一
外
地

に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有
し
、
加
算
年

を
含
め
た
勤
務
期
間
が
十
二
年
未
満
の

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
で
あ
っ
た
方
。

(
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で

本
人
限
り
と
し
ま
す
)

{
請
求
期
限
一
平
成
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

一
お
問
い
合
わ
せ
}
一
T

一
0
0
1
0
0

一
四
:
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
i

六
ー
一
:
内
閣
総
理
大
臣
官
房
管
理
室

業
務
担
当
(
雷

O
三
l
三
五
八
一

i
二

四
七
五
・
三
八
二
八
)
ま
で

1人につき16司100円を加算

金ふ子が受けるとき

子が3人目以降

子が1人のとき

1司029、500円

1人につき76，100円を加算

※子は 18歳到達年度の末日までの子、または 20歳未
満で 1級・ 2級の障害のある子です。
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子力1"2人のとき

子が3人目以降

一
一
一
陣
暢
謹
一
で
・

一~一一
J
h
i
M
一会一一

と
欝
ハ
パ
i

川
町
れ
明
作
仔
版
肱
T

J

J

J

f

r

と

幽

1

7

石
狩

t

j

ご
川
、
“
同
誌
ま
に
淘
鷲

ζ

園

j
州
以
降

ι訟に一一一

¥
h
b二議ι
主将一

ト

郎

夫

子

之

一

一

一

者

猷

康

勺

聖

寛

一

l

l

E

 

粒

著

馬

田

川

辺

木

一

則

司

内

は

田

五

一

一位建

h
リ

叶

な

泉

一

来

温

一
機
械
f
p

掠

叫

切

一

山

2
3日
2

2

4

日

固

十

戸

引

肌

公

一

品
J
¥
一一y

ぃ

1

宿

一

日一……

zr、
と

れ

わ

商

町

一
…
陸
間

f
名

」

憶

明

島

、

寸

一

E

い
Y
パ

緩

和

記

酔

公

の

一

一

習

い

ん

蓄

昭

の

粧

国

河

一

冒
二
で
隠
語
一
一
目
「
都
道
四
大
一

担
問
一
怒
ぉ

0

0

0

0

0

・



四
月

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
府
県
・
市
町
村
か

ら
な
る
「
瀬
戸
内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ

ク
推
進
協
議
会
」
で
は
、
六
月
二
十
日

(土
)
i
七
月
三
十
日
(
月
)
を
実
施

期
間
と
し
て
、
海
岸
田
海
域
の
一
斉
滑

掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

と
の
取
り
組
み
は
、
平
一
一
六
じ
い
瀬
戸
内

4月28日、長浜町防犯協会長及び大洲警察署長か
ら、 17人の方々に、長浜町防犯相談所長としての委
嘱状が交付されました。
防犯相談所長の任務は、犯罪-事故・災害等のな
い明るく住みよい地域を実現するため、地域住民の
みなさんからの情報の収集を行い、防犯協会・警察
署@駐在所へ連絡をしていただくことです。
みなさんの身近に発生している事故・暴走行為・
災害危険箇所等の情報を、担当地区の防犯相談所長
さんにお知らせください。
なお、防犯相談所長は次のとおりです。 海

を
守
る
こ
と
を
広
く
一
般
の
方
々
に

訴
え
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
長
浜
町
を

活
動
拠
点
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
学
校
関
係
者
、
各
種
団
体
、

企
業
等
が
参
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
、
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
く
は
、
有
線

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
実
施
日
}
六
月
二
十
日
(
土
)
午
前

九
時
i

{
実
施
場
所
]
環
境
緑
地
i
長
浜
大
橋

付
近
、
沖
浦
海
岸
一
帯

一
お
問
い
合
わ
せ
}
役
場
企
画
調
整
課

(
位
五
二
l
一
一
一
一
・
同
一
二
三
一
一
)

ま
で

地区名 氏 名 担 当 区

長浜地区 奥野彰一会 l 区~3 区

"" 池上昭夫 4 区~9 区

"" 松岡昭夫 10 区~18 区・ 44 区

"" 金 j畢哲彦 19 区~22 区・ 45 区

々 水口時夫 23 区~33 区

今 藤測季志叔 34 区~39 区・ 46 区~47 区

黒団地区 小西善幸 48 区~50 区・ 67 区

沖浦地区 木之本安正 51 区 ~57 区・ 152 区

今坊地区 宮田猛義 58 区 ~66 区

i十一須櫛-生地区 松田睦男 68 区~84 区

沢地区 加納勝利 85 区~86 区

出海地区 畑中和夫 87 区~93 区

下須戒地区 藤岡義範 例区~106 区 .138 区句 153 区

上i白豊茂滝 地区 飛田盛茂 107 区~119 区

地区 酒井武治 120 区 ~129 区

戒 )11地区 大野長良 130 区~137 区

柴 地 区 台本武夫!139 区~151 区

1 7人

グ
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
d

を
実
施
し
ま
す

士
、
栄
養
士

昨年行われたリフレッシュ瀬戸内

ピ
カ
ピ
カ
の
良
い
歯
を
目
指
し
て
、

就
学
前
の
幼
児
(
四
l
六
歳
)
を
対
象

に
、
歯
の
健
康
相
談
を
下
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
内
容
一
歯
科
検
診
、
歯
磨
き
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
、
健
康
相
談
、
栄
養
柑
談

室
〈
施
臼
}
毎
月
第
一
二
水
曜
日
(
午
後

一
時
i
三
時
:
予
約
制
)

一
実
施
場
所
一
大
洲
保
健
所

一
申
込
先
]
大
洲
保
健
所
保
健
課
(
宮

二
四
|
二
二
六
五
)

{
ス
タ
ッ
フ
}
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生

口
争
』
T
H
H
F
M
M
F川
L
r
H
H
L
r川
L庁
H
L
r日
目
当
日
日
比
一
川
HHLPHHHhr日
比
『
け
L
r
H
L
r
H
L「
川
L
r川
L庁
H
比
「
け
比

r
H
M
L
r日
比
r
H
H
L
rリ
比
「
汁
込
町
岸
L

日
…
鰯
幅
一
笠
宮
f

h
ル

オ

山

JU
撒

山

…

一

一

に

り

相

=

器

官

除

菌

量

州

、

〈

印

ザ

ヨ

右

Y
L
E
E
2
4

た

1

F

d

川

相

品

定

は

て

証

れ

れ

山

計

U
ぐ

一

円

日

一

J

ソ
罰
事
け
ら
ら
都
県

J

円

」
一
一
「
川
一
時
H
V

器

国

一

一

塁

受

引

せ

こ

ベ

凌

剖

百

円

甲

幽

明

君

を

取

処

て

日

記

一

一

戸

日

幽

割

剥

ー

計

る

査

を

に

つ

1
ヰ

(

'

一

日

出

棋

盤

で

す

検

器

金

o

持

」

加

所

ド

。

干

=

紅

踊

脚

内

程

用

回

量

罰

い

ι臼
E
E
)
i

円

d

M
炉
L
V

日
使

1

計
の
さ
場
盟
三
主

l

u

」

一

回

凶

閣

の

に

に

に

下

だ

査

(

」一

Jj同
U
次

明

年

ず

以

く

検

課

d

齢
融
輔
、
証
2

け
円
意
定
済

」
一
一
一
一
町
句
同
γ

り

・

ず

受

万

注

指

経

ゴ

」

¥

歯

肉

よ

引

必

を

印

ご

、

場

日

弘

樹

耐

に

取

、

査

、

も

で

投

ゴ
一
川

i
町

定

。

で

検

は

れ

等

に

」

一

組

輔

副

規

す

場

期

合

ぐ

り

前

」一

U
H
U
の

ま

査

定

場

れ

か

事

J

一

鎖

覇

噛

法

い

検

、

た

く

は

、

日

長

a
量
行
の

o

た
し
、
型
は

づ

凶

噌

目

計

を

り

い

ま

用

で

大

合

-

一

畿

宮

臨

一

査

寄

さ

使

の

場
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いつも白い歯じようぶな歯 f

検査日 検査時間 検査場所

7月6日 10:30-11:30 ]A喜多灘支所

"" 13:00-14:0。櫛生連結所
イシ 14:30-15:30 出海連結所

7月7日 9:30-11:30 白滝連絡所

b 13:00-14:00 大和連絡所

"" 14:30-15:30 豊茂連絡所

7空8日上 9:30-14:00 役場



噛

盟

潤

噛

圏

臨

脚

鵬

醐

問

猷

ょダュ:幾重護軍事

1日(日)は6月2

櫛生小学校のミニ運動会でたなびく鯉のぼり

偏ゆ蹴U留器官事富市s~~1

警V

意義

援護

i適
温

遺

書事露国・ E覇

まず投票お出かけは

綴
間
線

'mw

蹴
醐
綴

それからどうぞ!
重量・E薮重量重量議寝室意義法主総

櫛生公民舘でlまに鯉のほ、り」を
探レていま9

毎年、櫛生小学校で行われているミ二運

動会では、鯉のぼりを上げて子どもたちに

声援を送っていますが、今ではかなり古く

なったものも白立ち始めました。

そこで、皆さんのご家庭で使わなくなっ

て眠っている「鯉のぼり」を譲っていただ

きたいと思います。かまわない方は、ぜひ

次の所までこ連絡をお願いします。

I連絡先】櫛生公民館〔宮53-0101
(有)6541)
i募集期間1平成 11年 4月まで随時募集し
ています。

そろそろ扇風機が活躍する季節。安全に使うため、十
分な点検を行しミましょう。羽が回転しない、回転が遅い。

不規則、モータ一部が熱い、焦げ臭いにおいや異常な音
がする・・・などの症状があったら要注意/次のケースが考

えられます。
プラグが抜けている、タイマーつまみが「切」になっ
ている、ガードが変形している、ガードや羽根の取り付

qハ けがゆるんでいるなど。
::.-' .1 これらをチェックした上で、まだ異

民¥;A'稿、 常があれば、プラグを抜いて使用を

芹内訳論、中止してくださいQ 発煙園発火の恐
パHitJ れがありますので、異常を放置した

まま無理に使用するのはやめましょ
う。再使用の際には必ず販売唐等に
ご相談くだきい。

日 「うこしょや思にらどさ O てさ しがかい とそかがこ
A 蹴_ 0 いそまうつい言み、っちお、ままでりをわでこに、と -l
ぷ護持なも 0 しこしとぱまおまやをやは学たいてでしたすそ、わを学 l
k麟翠掛 玉てえた息りしうすっしんよこつま、しまし。ぱわたさき.
y雪空域主珂_........ ..，_~ムやも F カf いじたか。 ぱたにううぎしいたしは なたしれに i

~c'i， Lcで?仁志んきヂ、まぶがな先りけあとにのたや。た O ししをま、 i
f目、_¥f1ぶ」/if いい主ましん、と生にれい O きあ。なわ。 O でのにしわ;
c~'込 :1 ，，:::，ミ/って子たたで きただち言いらたた
¥ 対 しく午 、。ち嗣圃置輔唱E鱗鯵騒轍畿潮園田園間離総測もしけや っゃん。し 1

1 1山三委E221哩車庫覇軍謹議選 EIモE会 守主す8qj
ドー判、 ''_t--えない D だうい I なならち しと、ちい l

-'L..;_:~ -:1 か宏ちちいを I つみむゆ たをだやや:

よ¥ゅにをし I iやさしいことばJ Iてだばう ここれんな l

，しにだしる はとまとわ Iえことるたく ; 
は言めくとま、もしなた，..。わんほあ 』・

iu;222 i 宍主 Z モ f~'f I 小学2年生 I t ~ ~込書鱒私 自

: まとたをまよっが O く Q I (9年度人権作文集より) Iとは ν とう a軍人、精 / 
!な。らかるそたで O なeS ¥ ;::; 4-J:sI:./vra 1 t-..x..~ "" . J I 、、主もよ伊 1， "ムsふ
白か O 、けなのなきちっち O や A だ o 腎 le__Jlr!"関
iょ 0 とれあ人とまやたやと「わとねのだみさ-:， 0 さすちに ，理仁
しちもば。に思しんみん百いた言 J うちんんとちし主たら 匂...Ai 
さいで、い弓もたのいいしい はになほ負ゃく零くむ ¥ '曙
んちいもにま いい心まよはま 、な矢しにん言ぽさの ¥1 :~ 
とやこ、らすわつにもしし二、し ごる Vちがいろんも - ¥ I " I 
わ先とやま。たぱ思ずた た め。とミた、ま志でや ぷ 1I ¥ 1 : 
た生。され しいいつ。 。 んきもてく し己きめ 1 : 
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L
E
T
Sタ
ψ
寺
シ
グ

生
活
改
善

つ
〈
し
園

ス
イ
ト
ピ

l
ゲ
ル
ー
プ

合

同

ひ
じ
き
と

と
ら
は
ぜ
の
酢
物

一
材
料
一

1
と
ら
は
ぜ
(
小
)

一
ひ
じ
き

一
わ
か
め

一
生
し
い
た
け

一
み
か
ん

「
あ
わ
せ
酢

「

酢砂
糖

ド
;
醤
油

一
作
り
方
]

①
と
ら
は
ぜ
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
薄
く

塩
を
振
っ
て
身
が
白
く
な
る
ま
で
お
き
、

あ
わ
せ
酢
に
つ
け
て
お
く
。

二一 00四
個枚 g g 匹

二
O
O
∞

二
O
O
g

少
々

h

代
表
者
久
保
多
寿
子
d

一

台

五

七
i
O
囚

O
三一

一

菊

地

光

子

一

戸

密

五

二

i
二
七
四
六
、

②
ひ
じ
き
と
わ
か
め
を
水
に
も
ど
し
、

ひ
じ
き
は
さ
っ
と
湯
が
い
て
お
く
。

③
生
し
い
た
け
を
あ
ぶ
っ
て
千
切
り
に

す
る
。

④
み
か
ん
を
半
分
に
き
っ
て
、
中
身
を

く
り
ぬ
き
盛
り
つ
け
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
く
り
抜
い
た
み
か
ん

の
汁
を
少
々
入
れ
た
り
、
柚
子
を
い
れ

た
り
す
る
と
香
り
や
風
味
が
よ
く
な
り

ま
す
。品開覇!?

なまくだら長浜高校美術部

て時すf

(音楽)

審議雲間野会

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
結
婚
前
、

長
浜
町
に
在
住
し
て
い
た
人
や
結
婚
後

町
内
に
住
ん
で
い
る
人
な
ど
、
保
内
・

大
洲
・
松
山
・
長
浜
と
住
所
は
ば
ら
ば

ら
な
が
ら
、
音
楽
を
愛
し
演
奏
・
指
導

を
し
て
い
る
女
性
の
集
ま
り
で
す
。

年
に
一
回
は
、
プ
ロ
の
演
奏
者
を
招

い
て
ふ
れ
あ
い
会
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

聞
い
た
り
、
芸
能
発
表
会
へ
、
ソ
ロ
の

ピ
ア
ノ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
で
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
黒
一
点
東
秀
行
さ
ん
を
迎
え
て
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
(
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

y
u
k
-
)
を
作
つ
て
の
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

練
習
は
月
一
回
ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
集
ま
り
が
ま
ま

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
、
「
何
か
特
色
の
あ
る
コ
ー
ラ
ス
に

し
よ
う
」
と
目
標
を
掲
げ
て
、
声
と
耳

と
頭
を
と
ぎ
す
ま
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す。
音
楽
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒

に
歌
っ
た
り
演
奏
し
た
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
一
代
表
者
一
川
元
恭
子
(
長
浜
:
宮
五

一一
l
l

二
五
三
一
)

{
練
習
日
一
毎
月
一
回
金
曜
日

一
練
習
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館
ほ
か

一
会
員
一
藤
岡
貴
美
子
、
黒
田
明
美
、

二
宮
紀
代
美
、
兵
頭
弘
子
、
高
岡
由
美

子
、
川
裾
種
子
、
川
元
恭
子

音楽同好会の皆さん

や1
dて
)j:1I 
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人
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
無
限
で
す

ー
教
育
事
始
め
式
(
)

四
月
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
平

成
十
年
度
教
育
事
始
め
式
が
行
わ
れ
、

町
内
小
。
中
・
高
校
の
教
職
員
及
び
社

会
教
育
関
係
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
出

席
し
た
。

式
典
で
は
、
新
任
教
職
員
紹
介
、
教

育
基
本
方
針
の
発
表
に
引
き
続
き
、
ア

イ
モ
ク
会
長
の
井
上
昌
俊
先
生
に
よ
り

「
人
は
人
に
よ
り
て
人
と
な
る
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、

「
人
と
の
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
聞
は
育
つ
」
と
の
熱
の
こ
も
っ
た

話
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

地
域
こ
ぞ
っ
て
盛
り
上
げ
ま
し
た

ー
出
海
ふ
れ
あ
い
祭
1

五
月
三
日
、
出
海
小
学
校
で
第
四
回目玉のピエロショーに子どもたちは釘付けでした

出
海
ふ
れ
あ
い
祭
が
開
催
さ
れ
、
地
区

住
民
ら
約
五
百
人
で
賑
わ
っ
た
。

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、

二
年
に
一
回
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
ふ
れ

あ
い
祭
。
午
前
九
時
、
煙
火
に
続
き
出

海
小
学
校
児
童
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
で
開
会
し
た
。

会
場
は
、
設
け
ら
れ
た
各
種
出
唐
や

パ
ザ

1
、
展
示
、
鮮
魚
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
飛

び
交
い
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
の
楽
し

そ
う
な
笑
顔
で
あ
ふ
れ
で
い
た
。

文
化
財
を
知
ろ
』
つ

ら
町
内
文
化
財
@
小
学
校
巡
り
1

講演をされる井上先生

五
月
九
目
、
長
浜
町
文
化
財
・
小
学

校
巡
り
が
行
わ
れ
、
町
内
小
学
生
十
一
一
一

人
が
参
加
し
た
。

ふ
る
さ
と
長
浜
の
理
解
を
さ
ら
に
深

め
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
児
童
聞
の

親
交
を
高
め
よ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
の
事
業
。
今
回
も
、
筆
記
用
具

を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
が
各
地
域
の

文
化
財
や
小
学
校
を
訪
れ
見
識
を
深
め

た。
昼
食
場
所
と
な
っ
た
出
石
寺
で
は
、

ほ
と
ば
し
る
汗

1
第
八
回
レ
ク
バ
レ

1
大
会

1

五
月
十
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
八
回
レ
ク
バ
レ
1
大
会
が
行
わ
れ
、

も長日
目単り
み合
、ーコ
有た
意子
義ど
なも
ーた
日ち
と同
な士
つの
た会
。話出石寺の銅鐘について学習する子どもたち

好・珍プレーに沸いたレクバレー大会

町
内
の
愛
好
者
ら
約
九
十
人
、
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
五
チ
l
ム
ず
つ

A
-

B
二
組
に
別
れ
て
予
選
リ
l
グ
が
行
わ

れ
、
各
組
の
一
位
チ
l
ム
に
よ
る
決
勝

戦
が
行
わ
れ
た
。

大
き
な
か
け
声
と
き
わ
や
か
プ
レ
ー

の
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
優
勝
一
す
み
れ
チ
I
ム

一
準
優
勝
}
ど
ん
ぐ
り
チ
I
ム

一
第
三
位
]
ミ
ル
キ
ー
ズ

一
第
三
位
一
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

軍

主~

BE 
?画
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夏
近
し
牧
場
の
牛
に
背
番
号

高

左

木

芳

曜
す
子
を
鬼
が
抱
き
舞
ふ
里
神
楽

久

保

七

葉

舗
装
路
の
濡
れ
て
張
り
つ
く
花
の
屑

藤

岡

蓉

子

畑
打
ち
一
枚
ぬ
い
で
夏
近
し

神

西

光

子

ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
少
し
慣
れ
夏
近
し

河

野

友

子

式
半
ば
な
り
て
手
あ
そ
び
新
入
児

渡

辺

恭

一

ス
ッ
ポ
ン
の
生
血
す
す
り
て
夏
近
し

楠

野

孝

行

辻
地
蔵
ち
り
行
く
花
を
惜
し
み
け
り

鎌

田

政

子

夏
近
き
文
机
の
位
置
変
え
て
み
る

小

西

イ

セ

子

八
十
八
夜
つ
ま
ね
ば
日
本
の
茶
に
な
ら

ぬ

久

保

千

穂

三
橋
に
繋
が
る
四
国
瀬
戸
は
春

都

田

マ

サ

子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
募
集
つ
ば
め
来

る

松

田

吉

幸

く
っ
き
り
と
移
る
雲
影
夏
近
し

松

田

裕

山
の
色
日
毎
に
増
し
て
夏
近
し

菊

地

子徹



離
島
日
マ
了

蕗
青
島
平
山

嘩選

五
月
一
日
、
大
洲
市
で
聞
か
れ
た
平

成
十
年
度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
通
常
総

会
の
席
上
、
白
滝
の
熊
野
彊
さ
ん
(
五

五
)
は
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
白
滝
支
部
長
と
し
て
の
永
年

に
わ
た
る
組
織
的
な
防
犯
活
動
や
、
青

少
年
の
健
全
育
成
活
動
等
の
功
績
に
よ

り
、
大
洲
地
区
防
犯
協
会
長
B

大
洲
警

察
署
長
連
名
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

橋事

防
犯
功
労
者
表
彰
紳

彊大」

受賞された熊野さん

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。華麗な竹力さばきでした

鵠
曲
中
年
@
部

{
優
勝
]
谷
口
ま
ど
か
(
大
和
小
)

{
準
優
勝
}
石
井
優
太
(
大
和
小
)

一
第
三
位
一
石
山
雄
也
(
大
和
小
)

一
敢
闘
賞
}
神
田
陵
志
(
長
浜
小
)

曹』
γ
年
同
開
亭
@
部

一
優
勝
一
酒
井
仁
志
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
一
兵
頭
浩
至
(
大
和
小
)

一
第
三
位
一
清
水
良
太
(
櫛
生
小
)

富
市
三
位
一
松
下
哲
平
(
長
浜
小
)

一
敢
闘
賞
一
松
下
修
平
(
長
浜
小
)

古
予
の
部

一
優
勝
一
大
右
恭
未
(
大
和
小
)

一
準
優
勝
一
松
岡
美
希
(
白
滝
小
)

富
市
三
位
一
稲
田
千
裕
(
大
和
小
)

一
敢
闘
賞
}
松
岡
来
一
利
子
(
大
和
小
)

圃
体
職

一
優
勝
一
大
和
剣
道
会

一
準
優
勝
一
白
滝
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団騨
尾
上
大
海
君
ら
優
勝
料

剥
小
野
地
蔵
祭
り
子
供
相
撲
大
会
鯛

四
月
二
十
四
日
、
白
滝
で
小
野
地
蔵

祭
り
奉
納
子
供
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、

白
滝
、
戒
川
、
柴
小
学
校
の
男
子
児
童

四
十
六
人
が
参
加
し
て
数
々
の
好
取
組

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
隼
畠
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

一
優
勝
一
尾
上
大
海
(
白
滝
小
)

{
準
優
勝
一
別
一
呂
成
(
白
滝
小
)

一
第
三
位
}
児
玉
洋
樹
(
白
滝
小
)

一
一
隼
畠
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

{
優
勝
一
山
中
康
生
(
柴
小
)

{
準
優
勝
一
西
村
直
人
(
白
滝
小
)

一
第
三
位
}
清
水
大
樹
(
白
滝
小
)

一
一
一
年
生
ト
ー
す
メ
シ
ト

一
優
勝
一
畝
中
剛
(
白
滝
小
)

{
準
優
勝
}
大
野
模
悟
(
柴
小
)

一
第
三
位
}
徳
山
一
日
一
(
白
滝
小
)

画
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

一
優
勝
一
久
保
勇
人
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
}
徳
田
孔
平
(
白
滝
小
)

一
第
三
一
位
一
柿
見
大
和
(
白
滝
小
)

毘
年
生
n
b
lナ
メ
シ
ト

一
優
勝
一
山
本
和
明
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
〕
徳
山
広
樹
(
柴
小
)

一
第
三
位
}
渡
違
正
太
(
白
滝
小
)

穴
草
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

一
優
勝
一
山
中
惇
史
(
柴
小
)

{
準
優
勝
一
宇
都
宮
悠
一
(
戒
川
小
)

富
市
三
位
}
酒
井
仁
志
(
白
滝
小
)

一
一
一
人
動
曾
優
勝
者

三
年
:
・
畝
中
剛
(
白
滝
小
)

四
年
:
・
徳
田
孔
平
(
白
滝
小
)

激しい?差し手争いの末…

夜
桜
を
愛
で
渋
滞
を
ま
ぎ
ら
せ
り

宇
都
宮
恵
美
子

ど
の
神
も
お
年
を
召
さ
れ
春
神
楽

米

岡

幸

市

H

豊
茂
小
学
校
H

わ
た
げ
た
ち
風
に
ふ
か
れ
て
旅
を
す
る

二

年

藤

岡

佳

寛

帰
り
道
カ
ニ
の
ま
ね
し
て
横
歩
き

二

年

宇

都

宮

清

さ
な
ぎ
さ
ん
も
う
す
ぐ
大
人
だ
お
け
し
よ

う

だ

三

年

大

石

紗

希

は
ち
さ
ん
が
せ
っ
せ
と
運
ぶ
花
の
み
つ

三

年

森

内

砂

也

香

み
つ
ば
ち
の
仕
事
始
め
は
大
さ
わ
ぎ

五

年

大

石

悠

一

木
々
た
ち
も
衣
が
え
し
て
み
ど
り
色

五

年

大

宮

真

人

雨
が
え
る
雨
の
音
よ
り
強
く
鳴
く

六

年

菊

地

千

恵

わ
ら
び
と
り
し
ら
ぬ
聞
に
山
深
く

六

年

山

口

由

貴

春
風
に
ふ
か
れ
で
お
ど
る
藤
の
花

六

年

宇

都

宮

崇

恵

満
開
の
桜
の
下
で
一
輪
車

六

年

谷

岡

五
年
:
・
松
岡
佑
太
朗
(
白
滝
小
)

六
年
・
:
山
本
克
彦
(
柴
小
)

車
入
場
品
百
優
臨
書

四
年
:
・
徳
田
孔
平
(
白
滝
小
)

五
年
・
:
渡
湯
正
太
(
白
滝
小
)

六
年
:
・
酒
井
仁
志
(
白
滝
小
) 晃

拓
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徒勢"豊かな生活の象徴は、食卓にいっぱい並・・*
止 べられたごちそう 。でも、ちょっと考えてみれ *ι 
司"，.ば食べ残してごみになっていませんか。 帯当ι

*0食料品の購入は計画的に 1 キ

Jおいしそうなものを見ると、つい衝動買いしていませんか。 *
キ 余ってしまえばごみになります。*

キ O調理は人数分だけに * 
h たくさん作るとおいしいから…本当にそうでしょうか。「もったいな検Zい」と思う心で食生活を工夫しましょう 。余れば、お裾分けやフリ 後
一ジングに。 勢

一揖哩壇璽匙 O生ごみも 発

リサイクルに#

水気を切って生ごみ キ
処理機やコンポスター キ
に入れれば立派な堆肥*

ができます。廃油か * 
らは石鹸が作れま * 
す。 *

司k
司K

* * u* 
-棒*"町

広報ながはま

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
堆
肥
づ
く
り

6月1日'""1 0目
。 |電波利用保護旬間

白

滝

内
海
村

域
ノ
戸

前

田

義

国
る
み
子

結

婚

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

黒

田

沖

浦

沖

浦
上
老
松

兵笹青西
頭本木田
明ぁ
希 s麻ま 抗 H

子こ菜な涼り'ti'

4
月
届
出
分
(
敬
称
略

氏

イ主

f 一「今月の トップは井上哲也さん
・恵子さんのカップル

お
〈
や
み

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

子也

櫛

生
長

浜

櫛

生
下
須
戒

下
須
戒

保山坂部中

俊
明
(
七
人
)

シ
ズ
ヱ
(
七
七
)

繁

雄

(

七

二

好
子
(
六
五
)

シ
ゲ
子
(
九
O
)

名

久西下矢植

徳川第15代将軍慶喜公の莞去は

大正2年であるから、大正以前に

生まれた者には、江戸時代はそん

なに遠い昔ではない。 6月10日は

「時の記念日」でもあるので、江

戸時代の時刻について少し覗いて

みる。

16世紀の中頃、周防の大内義隆

の庇護を受けたポルトガルの宣教

師、フランシスコ・ザピエルが慶

喜に献上したゼンマイ時計を、名

古屋の津田助左衛門がまねて造っ

たのが、日本最初のゼンマイ時計

だと言われている。

当時の時間の計り方は、日の出

から日没までを昼とし、日没から

日の出までを夜として、昼と夜を

それぞれ6等分し、 1日を12刻と

定めた。だから季節によって昼夜

の長さ、 1刻の長さも異なり、春

分と秋分だけが同じになった。

江戸城にはすでに時計が備えら

れて、明け六っと暮れ六つに太鼓

を打って時報とした。鐘は夜半12

時に九つ、 1刻ごとに一つずつ減

らして四つまで鳴らし、正午にま

た九つに戻って四つまで鳴らした。

1刻は約2時間くらいである。

余談だが、明治時代、正午に空

砲を撃ち「ドン」と呼ばれたが、

役所などで勤めが昼までになった

臼を受けて「半ドン」と言 ったの

は別で、これは「ドンタク(休日)J

の半分の造語である。

下
須
戒

今
治
市

長井

井上

恵哲

浩満
実治司雄
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人口・世帯数のうごき

4月末現在 前月との比較

10，275人 11人増

人 口 (男 4，850人) (男 8人増)
女 5，425人 女 3人増

世帯数 3，678世帯 13世帯増


